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早良南部地域における交流人口の拡大による地域活性化事業について 

早良南部地域活性化事業実行委員会 

１．事業の背景 

早良区南部地域は、旧早良郡である入部以南の地域で、福岡市の都市計画
における線引き以降、市街化調整区域として農業・森林環境の保全が行われ
てきた。平成 23年度以降は、この緑豊かな環境を活用した地域活性化への展
開を目指し、早良区南部地域活性化事業として、区役所の支援による勉強会
や組織づくりが行われ、地域主導のイベントをはじめとしたまちづくり活動
が展開されてきた。しかしながら、地域における・空地の増加や高齢化、ま
た農林業の担い手の減少といった問題はいまだ解決されておらず、今後の持
続可能な新しいまちづくりが必要とされている。 

そのような中で、福岡市は市街化調整区域における移住・定住の促進や、
新しいビジネス機会を創出するため、区域内における開発規制緩和策の制度
づくりを行った。一方で、本制度の活用には地域住民の同意や一定の要件が
必要なこと、比較的新しい制度であること、また制度の活用に向けたルール
や手続きが住民にとっては複雑なことなどから、受け入れ側となる地域住民
へ浸透していないといった運用面での課題を有している。 

 

２．事業の目的と共働の必要性 

①事業の目的 

早良南部３校区（脇山・内野・曲渕）は、周辺に豊かな自然や新鮮な農作物があり、また長い歴史や特徴
的な文化、多彩なイベントと特産品、都市への良好なアクセスなどが魅力の地域である。これまで、早良区
と各校区、また校区の枠を超えた地域のまちづくり組織である「早良みなみ塾」等の取組みにより、地域資
源を活かすための活動が推進されてきた。一方で、少子高齢化や人口減少が進み、今後の「交流人口の促進」、
「自然・農村の魅力の活用」、「地域・事業者との共働の体制・仕組みづくり」が重要な対応課題となって
いる。 

そこで本事業では、市や地域の取組と連動し、市街化調整区域の規制緩和に関する新制度の運用を見据え
た魅力ある地域資源や既存ストックの活用策を、地域内外の様々な市民や団体・事業者等と共に検討し、持
続可能な早良南部地域の新しいまちづくりにむけた共働の体制づくりや実践的な展開を図ることとした。 

 

 

事業の進捗状況資料（別紙③） 

さわらの秋 

早良みなみマルシェ 
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②市との共働の必要性 

取組みを進めるにあたって、各校区の住民からなる自治協議会、町内会等の各種団体との密な協議が必要
とされる。そのため、既存団体を把握している早良区が共働することで、より効果的に地域との調整を図り、
事業の必要性の理解や信用、信頼を得ることができる。また、市街化調整区域の規制緩和策による建築物立
地等に制限を及ぼす関係法令（農地法、土砂災害防止法等）に関して情報共有することで、より実現性の高
い取組みの検討ができる。 

③NPO の果たす役割 

当団体は、平成２１年度の共働提案事業として採択された「かなたけの里公園を拠点としたまちづくり」
事業の実施経験を有しており、地域の事業づくりやそれらを実践する人材の育成事業に取組み、地域の様々
な課題の解決法を提案、実践してきた。現在も、指定管理者と連携体制を図り、園外の農地を活用した地域
共働による農体験プログラムを実践している。 

また、本ＮＰＯは、体験活動型の教育プログラムや地域の自然や文化をテーマとした事業活動を行ってい
る事業者とのネットワークを有している。そのネットワークと、企画・広報・運営までを行う計画構築のノ
ウハウを活かすことで、実現可能性の高い取組のプランを検討する。 

 

３．事業目標 

本事業の平成 30年度における目標は以下の通りである。 

①早良南部地域づくりプランの作成：ワークショップの成果を基に、新たな交流促進を実現するための

プログラムとして「早良南部地域づくりプラン」を作成する。 

②住民・事業者向けの市街化調整区域の制度のガイドライン作成：勉強会の説明資料を基に、住民・事

業者向けの市街化調整区域の土地利用規制緩和に関するガイドラインを作成する。 

③地域内における周知啓発：とりまとめた事業報告書を基に、概要版を作成し、校区回覧板で配布する

など周知を図る。 
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成果指標 

成果指標 現状値 達成率 
目標値 

H30 H31 H32 

①ワークショップ（ヒアリング・勉強会等も含む）への参加者数 37 30.8% 120 120 120 

②アンケートを実施した事業者数（GAP調査として、ヒアリングの

際に実施）※ 
８ 26.7％ 30 40 50 

③ヒアリングを実施した事業者数※ ８ 160.0％ 5 10 15 

④試行プログラムの実施数（空き家） ０ ０ 0 0 2 

⑤試行プログラムの実施数（空地・未活用農地） ０ ０ 0 2 4 

※より具体的で即効性の高い事業マッチングを進めるため、ヒアリングを重視している 

 

事業フロー 
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４．事業内容 

事業内容① 地域との事前協議 

 

実施状況 

地域との事前協議は、脇山・内野・曲渕校区の自治協議会及び早良商工会を対象に、
①本事業の概要説明及び事業実施に関する意見交換、②市街化調整区域における規制
緩和の新制度に関する意見交換を行った。実施の日程及び成果を抜粋したものは以下
の通りである。 

地域との事前協議の概要 

ヒアリングの内容 実施月 対象 
説明事項：本事業の概要説明 
意見交換：事業実施に対する意向 

4 月 脇山校区自治協議会会長 
内野校区自治協議会会長 

曲渕校区自治協議会会長、他７名 
早良商工会事務局長 

説明事項：市街化調整区域における規制緩和の新制度 
意見交換：事業の進め方に関して 

７－８月 脇山校区自治協議会会長、脇山公
民館長、他３名 
曲渕校区自治協議会会長 
早良商工会事務局長 

 

意見交換の内容 

団体 事業実施に対する意向 事業の進め方に関して 
脇山校区自治
協議会 

・良い取組みがあっても、人材や組織が不足
しているため、協力者が必要 

・脇山には主基斎田をはじめとする資源や
様々なイベントがあるため、それらを活か
して交流促進を図りたい 

・地域へ広く取組みを周知しながら、
事業を進めていきたい 

・住民が参加してしっかり考える機
会が欲しい 

曲渕校区自治
協議会 

・人口減少と高齢化が進んでおり、地域で主
体的な取組みは難しい 

・校区内にある 10 軒の空家や、来年度休校
となる曲渕小学校を活用した取組みを、事
業者の協力の下で進めてほしい 

・自治区協議会と一緒にの現状を調
査しながら、活用の方法を検討し
たい 

・事業者によるウォーキングイベン
ト等に、校区内の店舗が連携する
仕組みを検討したい 

早良商工会 ・市が実施している他の取組みとうまく連携
しながら一体的に進めてほしい 

・事業を進めるにあたって、早良商
工会の青年部や早良みなみマルシ
ェの実行委員会との連携を図って
いくと良い 

 

各校区の自治協議会との事前協議を踏まえ、必要性、緊急性等の観点から、脇山校区、曲渕校区の 2校区
では以下の実施方針で進めることとした。なお、内野校区については適宣情報提供を行っていく。 

●事業の実施方針 

脇山校区：校区全体に向けた説明会及びテーマごとの分科会を開催し、次年度の試行プログラムづく
りを目指す 

曲渕校区：事業者ヒアリングの成果を踏まえ、自治協議会や校区内の事業者と協議しながら試行プロ
グラムを適時実施していく。 
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事業内容② 市街化調整区域の土地利用規制緩和に関する勉強会 

 

実施状況 

市街化調整区域の土地利用規制緩和に関する勉強会を、脇山校区を対象に開催した。また、勉強会の実施
に向けては、市担当部局等と確認をとりながら、法令関連（農業振興法、土砂災害防止法等）といった事業
実施に係る与条件を整理した。 

●脇山校区 勉強会 

 日時：9 月 6 日（木） １９：３０～２１：００      

場所：脇山公民館    

参加人数：22 名（各町内会より代表者が参加） 

 勉強会の内容 

 ①今回の事業に関する説明（別紙資料①） 

 ②市街化調整区域に関する説明（別紙資料②） 

 ③脇山校区における今後の事業の進め方に関する意見交換 

 

主な意見 

・若い人にいっぱい来てくれるような呼びかけをして、具体的な取組みを検討していきたい。 

・校区全体の意見を聞いた上で、取組みを進めていきたい。 

・町内会レベルでも事業を周知した上で、地域の若い人が参加できる仕組みにしたい。 

・農協や早良商工会などの青年部や早良みなみマルシェ実行委員会協力できるようにしていく。 

・外から人を呼び込み、校区外との交流を促進したい。 

・地域に雇用がうまれるような事業者とのマッチングを考えていきたい。 

・事業者が求めているものを知っておきたい。 

・地域の魅力に関して、校区内の住民ではなく、移住してきた人や事業者の意見を聞きたい。 

 

 

勉強会での意見交換の結果を受けて、脇山校区においては、各町内会毎に①町内の課題や魅力、②今後の
ワークショップで検討していく取組み内容に関する意見交換を行うこととした。 

勉強会の様子 
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事業内容③ 事業者マッチングに向けた意向調査 

 

実施状況 

より具体的で即効性のある事業者マッチングの取組みを進めるため、事業連携の可能性が高いと想定され
る事業者へのヒアリングを重視し進めている。また、ヒアリングの際に早良南部地域の資源に関する認知度
及び興味度に関するＧＡＰ調査を行っている（参考資料① P14）。 

●事業者ヒアリング（目標５団体 実施済み８団体） 

8団体の事業者ヒアリングを実施した。ヒアリングの内容は以下の通りである。また、ヒアリングの際は、
これまで地域で協議されてきた既存資料などを踏まえ、早良南部地域で進める取組みのアイデアシート案（参
考資料② P15、参考資料③ P16）を提示した上で、意見交換を行った。 

〈主なヒアリング事項〉 

・事業の内容に対する印象  ・地域に対する印象や期待 

・事業者の課題等      ・取組みへの参画可能性 

 今後の予定：ヒアリングを継続実施予定 

 

●ヒアリング対象となる事業者（NPO 等の団体も含む） 

対象となる事業者は、アイデアシート（案）で整理した食、農、アウトドア、健康といった取組みのキー
ワードから、期待される地域と事業者の関わり方を整理し、連携可能性のある業種を想定した。 

期待される地域と事業者の関り 

キーワード 期待する地域との関わり 想定される主な業種 
食 地域特産品を使った食品開発 

地域と共同での飲食・物販事業 
地域特産品のＰＲや流通 

食品会社 
ＷＥＢサービス事業者 

農 農業資材等の流通・販売 
耕作放棄地等での農業体験 
余剰野菜を活用した食品開発や収穫体験 

ホームセンター 
大型商業施設の管理運営会社 
農業関連資材の製造メーカー 

アウトドア 事業者・商品ＰＲと連携したイベント開催 
自然体験プログラムの運営 
地域密着型の宿泊施設 

アウトドア・アパレル会社 
環境教育活動に取組む事業者 
民宿・ゲストハウス経営者 

健康 福祉施設の支援事業 
地域めぐりの企画検討 

福祉施設 
まちあるき活動に取組む事業者 

 

また、事業者選定に関しては、NPO及び市がもつネットワークを活用し、以下のようなニーズを有する事
業者を選定した。 

〈事業者選定の考え方〉 

・中山間地域を対象とした事業参画を検討している事業者 

・農業従事者との事業連携を検討している事業者 

・まちづくりや環境学習等に関する企画検討、運営のノウハウを有する事業者 

・企業 CSR 等による地域貢献を検討している事業者 

・地域内で取組みへの参加に積極的な事業者 
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事業者ヒアリングの途中経過 

 

団体 A 

団体の概要：近隣の大型商業施設を管理運営する事業者 

ヒアリング結果概要 

事業者のニーズ 企業ファンの獲得や地域貢献の一環で行っている、顧客

サービスの農体験を継続・拡大していきたい 

事業の内容に関

する印象 

・地域の農作物の収穫体験や農地での定期的な栽培体験

は、顧客サービス事業として行うと、非常に需要が高

いイベントとなる。 

・商業施設の集客イベントに地域の店舗が出店してもら

えると魅力あるプログラムになる。特に、地域の名物

となっている食品があると来館者が喜ぶ。 

地域に対する印

象や期待 

・地域の特産品が収穫できたり、近くでおみやげとして

買える場所があると、参加者満足度が高くなる 

事業者の課題等 ・顧客サービスの取組みに関しては、それ自体には事業

性が無いため、実施規模や時期が年度によって異なっ

てしまう場合がある 

取組みへの参画

可能性 

・農家と連携した農体験プログラム 

例）顧客サービスや福利厚生として実施する農地での収

穫体験や栽培体験 

・校区内店舗と連携した地域ＰＲイベント 

例）大型商業施設での集客イベントで地域ＰＲイベント 
 

団体 B 

団体の概要：九州を中心にフットパスによる地域づくりを展開 

ヒアリング結果概要 

事業者のニーズ フットパスの活動を広げていきたい 

事業の内容に関

する印象 

・事業でフットパスの企画や運営を行っていくのであれ

ば、地域が主役となる仕組みが必要 

・フットパスをはじめとする地域で行うイベントの考え

方は、セルフで歩いてくれる地域のファンづくりを目

指すことが大切である。 

地域に対する印

象や期待 

・民家等で地域の方が休憩や軽食の場を提供することが、

来訪者の心をつかむ。すでに行われているようなウォ

ーキングイベントに地域の人が協力すること休憩・飲

食の場を確保すること、少しではあるが収入になると

良い。 

・フットパスは、来訪者が地域の風景や食、文化等を自

分達で巡って楽しむファンになることが重要。 

事業者の課題等 ・「ヒト・モノ・コト」に加えて、トキ（感情・発見・

感動）を大切にしたい 

取組みへの参画

可能性 

・地域を巡らせる仕組みづくりの協力 

例）早良南部地域を巡るフットパスコースづくりの提案、

コースづくりに向けた講演会の実施 
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団体 C・D 

団体の概要：地域の交流拠点となるゲストハウスづくりを展開 

ヒアリング結果概要 

事業者のニーズ 地域の交流拠点となるようなゲストハウスの運営を広げ

ていきたい 

事業の内容に関

する印象 

・中山間地域を拠点として、都市の中心部を巡る等、様々

な観光形態のニーズをつかむことが大切。 

地域に対する印

象や期待 

・インバウンドをはじめとするゲストハウスの利用者は

自動車による広域的な観光を目的とすることが多い。

そのため、早良南部地域は天神・博多・佐賀・熊本方

面を巡る拠点となりうる。 

・事業としていきなり参入するには、場所性や地域精通

度に課題がある。 

事業者の課題等 ・地域の人が運営する、地域内外の交流を育むゲストハ

ウスの運営ノウハウを広げていきたいが、地域にキー

パーソンとなる人材がいなければ、活動が進みにくい。 

取組みへの参画

可能性 

・ゲストハウスづくりのノウハウ提供 

例）地域の住民が運営する、住民同士の交流を育む拠点

となるゲストハウスづくりに関する講習会 

・民泊運営サイトへの登録 

例）民泊利用できる地域のを登録・利用者の斡旋 
 

団体 E 

団体の概要：地域特産品を活用したカレー商品の製造・販売を行う 

ヒアリング結果概要 

事業者のニーズ 購買者となる地域の方の健康づくりや、福祉施設の運営

に貢献できる事業を行いたい 

事業の内容に関

する印象 

・お米を中心として、様々な農作物が作られているよう

なので、商品開発ができる可能性は高い。 

地域に対する印

象や期待 

・主な購買者となる地域の方へ、自然素材の商品を提供

することで食による健康を提供していきたい。 

・福祉施設が自主事業として運営していけるようにノウ

ハウを提供していきたい。 

・規格外野菜や、食品加工する過程で発生する端材等を

有効活用する商品開発ができると良い。 

事業者の課題等 ・事業性よりも、食を通じた健康づくりや福祉施設の支

援への貢献を重視するような取組みであれば、協力し

ていきたい 

取組みへの参画

可能性 

・地域特産品を活用した商品の開発 

例）地域の特産品や規格外野菜等を活用した商品開発、

事業者への商品提供 

・福祉施設による商品製造・販売支援 

例）福祉施設にレシピやスパイスをセットとして提供す

る委託事業、福祉施設による生産・販売・飲食の事業

支援 
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団体 F 

団体の概要：九州最大のローソクメーカー 

ヒアリング結果概要 

事業者のニーズ 農家と連携し、自社のビニルハウス用のキャンドルの効

果を検証していきたい 

事業の内容に関

する印象 

・芯糸や蝋部分の端材を使って、地域の方と一緒にアイ

デアを企画できていけると良い。 

地域に対する印

象や期待 

・神楽等の伝統的な行事のライトアップは人工的な光よ

りも、ロークの自然な採光の方が映えるからぜひ使っ

てほしい。 

・古民家の施設等があれば、演出にローソクの光を活用

してほしい。 

事業者の課題等 ・ローソクを製造する過程で、必ず蝋や芯糸の端材が発

生するため、それらを有効活用していきたい 

取組みへの参画

可能性 

・地域イベントとの連携 

例）イベントにおけるキャンドルの提供、キャンドルア

ート作家の紹介、キャンドルづくり体験の開催、イル

ミネーションイベントでのローソク活用等 

・ビニルハウスを所有する農家との連携。 

例）ハウス野菜栽培用のキャンドルを無償で提供しなが

ら、その効果を実証に協力してもらう。 
 

団体 G 

団体の概要：全国に事業を展開する乳業メーカー 

ヒアリング結果概要 

事業者のニーズ 事業所が早良区に移転したことをきっかけに、市や地域

へ貢献するような CSR 事業を検討している 

事業の内容に関

する印象 

・自社では県外からの単身者が多く、余暇の過ごし方に

悩みをもつものも多い。大事業者が立地する都市にお

いては、単身者をターゲットとしたイベントプログラ

ムがあると良いと思われる。 

・大規模な食品メーカーでは地域の商品開発に事業とし

て関わりにくい。そのため、ＣＳＲとしての側面が強

くなる。 

地域に対する印

象や期待 

・地域の魅力がもっと PR されて、また交通の利便性が

確保されれば、余暇を過ごす場所として選択しやすく

なると思われる。 

事業者の課題等 ・社内の単身者向けのイベントプログラムがあると良い 

取組みへの参画

可能性 

・CSR 事業の一環としての商品提供 

例）地域でのイベント等への試供品提供（事業者 PR や

ファンの獲得） 

・商品開発への協力 

例）地域の特産品と乳製品を組み合わせた商品開発等へ

の協力 
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団体 H 

団体の概要：自然環境や地域資源を生かしたまちづくりに向けた取組みを展開する NPO 

ヒアリング結果概要 

事業者のニーズ NPO 環境文化プロジェクト機構とともに、西区の都市公

園を対象とした環境教育プログラムを展開しており、今

後の新たな事業展開や活動フィールドの拡大を検討して

いる 

事業の内容に関

する印象 

・早良南部の自然を生かした体験や環境教育のプログラ

ムの企画運営を行っていきたい一方で、現地までの来

訪者の交通手段の確保や人材の不足といった課題があ

る。単独での事業ではなく、複数の事業者での共同事

業で進めていくことができると良い。 

地域に対する印

象や期待 

・自然学校を拠点とした九州自然歩道の登山プログラム

や、ファシリーテション研修を実施した経験がある。

今後は別のかたちでも早良地域と関わっていけると良

い。 

事業者の課題等 ・単独での自主事業として実施することは難しいため、

現地への離合集散や広報、PR などで他事業者と連携で

きると良い。 

取組みへの参画

可能性 

・自然体験プログラムの運営 

例）インバウンドをメインターゲットとした自然体験ツ

アー、異業種交流や福利厚生等を目的とした事業者向

けの体験プログラムの企画 

・アウトドアプログラムの運営 

例）地域の宿泊施設や学校の校庭等をつかったアウトド

ア体験プログラム 
 

事業者ヒアリングの途中経過のまとめを以下のように整理した。 

 

〈事業者ヒアリングの途中経過まとめ〉 

・福岡市内に位置しながら豊かな自然や農地があることから、顧客サービス・福利厚生を目的
としたレクリエーションの場、農業体験や環境学習プログラムといった体験学習の場、周辺
地域を巡る広域観光拠点の場として活用する事業連携の可能性が確認できた。 

・事業者は、地域観光を進める際には、来訪者の受け入れ・もてなしを住民が主体的に進める
ことを期待している。また、商品開発・製造や来訪者の満足度向上に向けては、地域特産品
の活用・PR が重要視されている。 

・自社商品の製造過程で発生する端材の活用方法の検討（ローソクメーカー）や、地域の規格
外野菜等の二次製品利用といった、生産・製造の過程で余剰となるものの活用方法を検討す
ることが期待されている。 

・単独の事業者によるものだけではなく、複数の事業者が役割を分担した複数事業者のマッチ
ングによる取組みが求められている。 
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事業内容④ 住民ワークショップ 

地域との事前協議、及び市街化調整区域の土地利用規制緩和に関する勉強会の成果を踏まえて、今年
度の住民ワークショップは脇山校区、曲渕校区の２校区を対象として進めることとした。実施にあたっ
ては、事業者ヒアリングで把握した事業者のニーズを共有することで、より実現性の高い取組みの検討
を図っていく。また、ワークショップでの検討内容については、２月以降に校区全体を対象とした説明
会を実施するものとする。 

●脇山校区でのワークショップの進め方 

脇山校区ではまず、地域との事前協議や勉強会、各町内会との意見交換を通じて検討した、取組みの
テーマごとの分科会を発足する。分科会の構成メンバーは、校区内の事業者や農協青年部等の団体、各
町内からの代表者を予定している。将来的な取組みの担い手となる人材を分科会メンバーとすることで、
次年度以降の試行や運営体制づくりにつなげていく。 

分科会のテーマイメージ 

・地域の食と農を楽しむ体験型プログラム検討会 

・脇山校区産直販売 PR プログラム検討会 

・脇山健康まちあるきプログラム検討会 

 

●曲渕校区 

曲渕校区では、地域から空家の活用が重要な課題として認識されて
いることから、自治協議会と継続的な協議を進めながら空家活用の取
組みづくりを行う。第 1回目の活動として、自治協議会と共同での空
家の現況調査を実施している。この他に、市と校区外事業者によるウ
ォーキングイベントが 11月に予定されているため、校区内の事業者と
連携し、イベントの活性や曲渕校区のＰＲに向けた、地域によるもて
なしのプログラムを検討している。 

 

事業内容⑤ とりまとめ・既存イベントを活用した周知（２月～３月実施予定） 

本事業のとりまとめは、事業報告書をもとに概要版を作成し、校区回覧板で配布することで地域住民
等へ周知を図っていく。また、早良みなみマルシェやクリスマスイルミネーションといった既存イベン
トにおいても、地域の実行組織等を連携して周知啓発の取組みを行っていく。 

 

 

 

 

 

 

曲渕校区の空家の現況調査 

早良みなみマルシェ クリスマスイルミネーション 

遊休地での農体験 商業施設での地域ＰＲ 
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５．NPO と市の役割分担 

早良南部３校区住民に対する本提案事業の信頼性の担保や、市街化調整区域における新制度に関する
十分な住民理解と意識づけを得るため、下記の役割分担で進めている。 

 

■行政の役割 

・地域（校区住民、自治協議会、公民館、町内会）との連絡・調整 

・市街化調整区域の開発規制緩和策等の新制度に関する周知啓発 

■NPO の役割 

・市街化調整区域の新制度を活用したまちづくりの将来像と行動計

画の検討 

・移住者や事業者に対する地域の合意形成の仕組み検討 

・校区外事業者や住民とのマッチングに向けた試行プログラムの検討 
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６．平成 31 年度以降への展開 

本事業により、早良南部地域における新制度の導入可能性の方向性が定まることを受け、平成３１年
度以降においても継続的な支援を行うことが重要である。 

2 年目の事業展開（31 年度） 

今年度検討している新たな交流促進を実現するための「地域づくりプラン」運用に向けて、地域・事
業者とともに試行プログラムを企画・運営していく。また、試行プログラムの成果は、今後の新制度活
用に関わる事例集としてとりまとめ、周知を行うことで、効果的に事業の推進を図るものとする。 

●想定される試行プログラムの例 

①「農・食」をテーマとしたプログラム 

・都市部事業者との連携による農体験や遊休地の有効活用 

（顧客サービス・福利厚生・企業 CSR 等における農体験の取組づくり） 

・地域産材を活用した農作物や加工品のブランド開発 

・農作物における付加価値づくりや新しい作物の栽培 

②「アウトドア・健康」をテーマとしたプログラム 

・事業者主催ウォーキングイベントの開発とイベント時の地域 PR づくり 

・アウトドアの魅力を PR するイベントの開発 

・曲渕小学校を活用した取組づくり 

③既存イベントの活性化プログラム 

・事業者連携による地域集客イベントの活性化（主基の里収穫祭、早良みなみマルシェ、早良みなみ塾イルミ
ネーション、お田植え祭り） 

④店舗に関する規制緩和を活用した取組を進めるプログラム 

・事業者向け意見交換会の開催 

⑤住居に関する規制緩和を活用した取組を進めるプログラム 

・規制緩和制度の活用に向けた地域部会の設置と空き家・空地の情報収集 

・地域運営のゲストハウス検討部会 

 

3 年目の事業展開（32 年度） 

１、２年目の取組を踏まえ、早良みなみ塾や３校区対象として地域の新しい受け入れ体制づくりの実
現を目指す。将来的に地域やＮＰＯが校区住民と都市住民、事業者のニーズをマッチングする活動へと
展開することを目指し、早良みなみ塾に分科会を立ち上げるなど、地域と共に検討を進めるものとする。 
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